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甲
ず
い

□□回□固日固回

村

長

自

川

治

二

郎

昭
和
四
十
九
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

さ
て
、
今
年
は
石
油
危
機
、

イ
ン
フ
レ
克
服
と
、
昨
年
に
も

増
し
て
多
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

村
の
施
策
も
こ
う
し
た
事
態
に

対
処
で
き
る
も
の
に
す
る
た
め
、

鋭
意
努
力
を
重
ね
住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
実
の
あ
る
行
政
を
進
め
る
所

存
で
ぁ
り
ま
す
。

先
ず
、
産
業
振
興
策
と
し
て
①
肉
牛
の
多
頭
化
飼
育
を
図
る
た
め
、

肥
青
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
と
繁
殖
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
農
家
所
得
の
向

上
を
期
す
る
。
②
晨
業
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め
口
場
整
備
事
業
の
促

進
を
図
る
。
こ
れ
は
明
年
度
実
施
の
段
階
と
し
て
調
査
を
進
め
る
と
と

も
に
、
土
地
改
良
区
設
置
等
農
家
対
策
を
講
じ
た
い
。
③
島
元
漁
港
は

十
三
湖
河
口
に
建
設
の
造
船
工
場
と
関
連
さ
せ
、
大
型
船
が
利
用
で
き

る
よ
う
第
五
次
の
整
備
計
画
を
促
進
す
る
。
④
千
三
湖
内
港
整
備
と
併

せ
前
潟
を
シ
ジ
ミ
員
の
養
殖
基
地
と
し
て
利
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
活
道
路
の
整
備
と
主
要
村
道
の
全
面
舗
装
、
十
三
橋
の
永

久
架
け
替
え
を
積
極
的
に
進
め
る
予
定
で
あ
り
、
簡
易
水
道
に
つ
い
て

も
太
田
、
桂
川
、
十
三
地
区
の
布
設
を
進
め
る
予
定
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
地
場
産
業
の
振
興
は
出
稼
ぎ
特
殊
地
域
の
本
村
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
も
工
場
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
、
既
設
工
場
の
整
備
拡
充
を
図
り
性
別
、
年
令
別
に
対
応
で
き

る
雇
用
の
増
大
を
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
み
な
さ
ま
の
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。血
彗
③
‐月Ｎ。。９
編集 と発 行/青森県市浦村役場企画室/昭和49年 !月 5日 /電話 (相内)!番



ら酬Ⅲ血m mm lllllllllllm mm mm剛 "第90号 (2)!Ⅲ‖酬m皿“mlllm mm“ 側山昭和49年 1月 5日 皿‖lllll‖ lllll‖ lllll‖Шm剛‖lllll‖剛m広

老
人
室
は
風
呂
場
付
き

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
健
康
相
談
室
、

磯
松
公
民
館
今
月
末
完
成
　
　
鋼
利
野

嘲
携
韓
¨
完′‐、崚
鳩
饉

磯
松
公
民
館
は
昨
年
九
月
か
　

付
き
の
風
呂
場
が
完
備
さ
れ
る

　

た
れ
て
い
ま
す
。

ら
着
工
し
て
い
ま
す
が
、
今
月

　

こ
と
に
な
っ
て
ぉ
り
、
お
年
寄

　
　
総
工
費
は
一
千
二
百
八
十
万

中
に
完
成
さ
せ
る
た
め
い
ま
、
　
　
り
の
憩
い
の
場
と
し
て
期
待
が
　

二円
で
す
。

輛中̈一一一一̈一リレめ一一一　［‐‐」申」けい』叶螂摯幸̈
一」神』砕）″回Ｈ

二
十
五
平
方
層
の
平
屋
建
て
で

五
十
八
畳
の
大
広
間
は
冠
婚
葬
　
　
十
三
小
学
校
校
合
と
屋
内
体

　

成
は
七
月
末
の
予
定
で
す
ｃ

祭
用
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、
老

　

育
館
の
建
設
は
、
昨
年
九
月
か
　
　
校
合
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

人
室

（十
畳
）
は
瞬
間
湯
沸
器

　

らヽ
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
完

　

一
一階
建
て
一
千
五
百
平
方
メ
ー ―

”
Ｎ

Ｉ

ト
ル
で
、　
一
階
は
普
通
教
室
二

理
科
室
、
保
健
室
、
校
長
室
、

職
員
室
、
給
食
室
か
ら
な
り
、

三
階
は
普
通
教
室
四
、
の
ほ
か

音
楽
室
、
図
書
室
と
な
っ
て
い

ま
す
。
尾
内
体
育
館
は
鉄
骨
建

て
四
百
四
十

一
平
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。
な
お
総
工
費
は
両
方
合
せ
て

九
千
九
百
二
十
万
円
で
す
。

（写
真
）
上
＝
今
月
末
完
成
を

メ
ド
に
工
事
が
遺
め
ら
れ
て
い

る
機
松
公
民
館
。
下
＝
ま
だ
建

物
の
形
は
で
き
て
い
な
い
が
、

七
月
完
成
予
定
の
十
三
小
学
校

十
三
湖
北
側
の
日
本
海
に
面

　

か
ら
県
立
公
園
屏
風
山

。
権
現

し
た
所
に
、
観
光
客
を
対
象
に
　

崎
ル
ー
ト
で
あ
る
十
二
湖
に
建

体
け
い
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
　
　
設
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、
補

こ
れ
は
県
と
村
が
昨
年
九
月

　

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク
造

青
空
駐
車

は
や
め
る

本
格
的
な

　

防
火
、
防
災
の
保
健
衛
生
活
動

冬
を
迎
え
、
　
　
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
た

県
も
村
も
除

　

め
の
も
の
で
す
か
ら
、
村
民
の

雪
作
業
に
懸

　

み
な
さ
ん
も
、
つ
ぎ
の
こ
と
に

命
で
す
。
除

　

デ
」協
力
く
だ
さ
い
。

雪
は
交
通
を
　
　
▽
道
路
Ｌ
に
自
動
車
、
リ
ヤ
カ

確
保
す
る
ば
　
　
　
―
、
魚
箱
な
ど
お
か
な
い
こ

か
り
で
な
く
　

　

と
。
特
に
青
空
駐
車
は
、
そ

の
部
分
だ
け
除
雪
で
き
ま
せ

ん
じ
夜
間
作
業
が
多

い
の
で

大
変
支
障

に
な
り
ま
す
。

▽
路
上
で
自
動
車
が
故
障
し
、

運
行
で
き
な
く
な

っ
た
と
き

は
、
目
じ
る
し
に
赤
旗
を
た

▽
除
雪
作
業

に
よ

っ
て
事
故
が

発
生
し
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
役
場
建
設
課

に
連
絡
し

り
で
二
十

一
平
方
肩
、
総
工
費

は
八
十
七
万
四
千
円

（村
三
分

の

一
負
担
）
で
し
た
。

な
お
、
同
体
け

い
所

の
屋
Ｌ

は
展
望
台
を
か
ね
て
お
り
、
日

本
海
や
十
二
湖

一
帯
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

～建設課から～

観光客の ために建 られた休 けい所
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一日標額は184.200円―

一世帯ひとりは必ず社員に

日
赤
市
浦
村
分
区
で
は
二
月

一
日
か
ら
、
昭
和
四
十
九
年
度

社
員
増
強
運
動
を
展
開
い
た
し

ま
す
。
こ
と
し
の
当
分
区
の
目
標
額

は
十
八
万
四
千
二
百
円
で
す
。

近
く
日
赤
推
進
委
員
の
か
た

が
毎
戸
を
ま
わ
，
ま
す
の
で
、

一
世
帯
で
一
人
は
か
な
ら
ず
三

百
円
社
員
に
な
り
、
赤
十
字
事

業
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は

「人
道
」

と

「博
愛
」
を
モ
ツ
ト
ー
と
す

る
奉
仕
団
体
で
、
社
員
と
篤
志

家
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
お
り

日
本
赤
十
字
社
法
に
よ
り
国
際

的
な
組
織
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
日
赤
の
事
業
は
国
際
条
約
で

決
め
ら
れ
で
い
る
事
業
の
ほ
か

国
内
的
に
は
、
苦
痛
の
軽
減
、

健
康
の
増
進
、
病
気
の
予
防
な

ど
極
め
て
広
範
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
の

推
進
に
は
、
ま
ず
財
源
の
確
保

が
必
要
な
た
め
、　
一
人
で
も
多

く
の
人
た
ち
に
赤
十
字
社
員
に

な
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年

社
員
の
増
強
運
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

五
所
川
原
県
税
事
務
所
で

は
、
四
十
九
年
に
使
用
す
る
農

業
用
免
税
軽
油
の
申
請
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

個
人
、
共
同
使
用
と
も
申
請

に
必
要
な
請
用
紙
は
農
協
に
あ

り
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
免
税
証
の
交
付
は

数
量
が
決
ま
り
し
だ
い
送
付
し

ま
す
の
で
、
郵
送
料

⌒書
留
）

百
二
十
円
を
そ
え
て
、
農
協

申
請
し
て
く
だ
さ
い
ｃ

▽
受
付
期
日
＝

一
月
十
日
ま

で
▽
場
所
＝
市
浦
村
農
協

心
身
障
害
者
の
い
る
家
庭
に
と
っ
て
い
保
護
者
が
死
亡
し

た
り
し
て
、
障
害
右
の
め
ん
ど
う
が
み
ら
れ
な
く
´
る
こ
と

が
、
い
ち
ば
ん
の
気
が
か
り
な
こ
と
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
こ
う
し
た
と
き
、
残
さ
れ
た
障
害
青
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
向
Ｌ
を
は
か
る
た
め
、
保
護
者
が
、
お

金
を
出
し
あ
っ
て
万

．
の
と
き
、
障
害
書
に
年
金
を
支
給
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

◆
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人

県
内
に
住
む
、
障
害
者
を
扶

養
し
て
い
る
四
十
五
才
未
満
の

保
護
者

（昭
和
四
十
九
年
二
月

二
十

一
日
ま
で
は
六
十
五
才
未

満
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
）
た

だ
し
、　
一
般
の
生
命
保
険
に
加

入
で
き
な
い
人

（例
え
ば
病
気

が
あ
る
人
）
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
。◆
対
亀
と
な
る
障
害
者

身
体
障
害
者
は
手
帳
の
等
級

が

一
級
か
ら
二
級
ま
．で
、
精
神

薄
弱
者
は
知
能
指
数
が
七
十
五

以
下
の
人
、
そ
の
他
心
身
に
永

続
的
な
障
害
の
あ
る
人
は
村
で

指
定
す
る
医
師
の
診
断
書
が
必

要
で
す
。

◆
掛
け
金
の
額

▽
三
十
四
才
ま
で
の
人
月
額

三
〇
〇
〇
円

▽
三
十
五
才
―
四
卜
四
才
ま

で
の
人
月
額

一
、
■
．○
○
円

▽
四
十
五
才
以
Ｌ
の
人
月
額

一
、
五
〇
〇
円

◆
掛
け
金
の
減
額

生
活
保
護
世
帯
や
村
民
税
が

か
か
ら
な
い
世
帯
、
村
民
税
が

均
等
制
だ
け
の
世
帯
は
掛
け
金

の
減
額
が
あ
り
ま
す
。

◆
綸
付

▽
加
入
者
が
死
亡
ま
た
は
廃

疾
と
な
っ
た
と
き
、
障
害
者
に

月
二
万
円
。

▽
加
入
者
よ
り
障
害
者
が
さ

き
に
死
亡
し
た
と
き
、
弔
慰
金

■
万
円

（た
だ
し
、
掛
け
金
を

一
年
以
上
納
め
た
と
き
）

◆
加
入
の
申
し
込
み

「加
入
申
込
書
」
に
住
民
票

の
写
し
、
障
害
の
種
類
お
よ
び

程
度
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
を

添
え
て
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ｎ

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て

く
わ
し
く
知
り
た
い
か
た
は
、

民
生
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

た
た
え
ば
、
会
社
や
工
場
　
　
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

に
勤
め
る
人
は
厚
生
年
金
に
　
　
例
外
と
し
て
、
厚
生
年
金
な

船
員
は
船
員
保
険
に
、
ま
た
　
　
ど
に
入
っ
て
い
る
人
の
奥
さ

官
庁
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人

　

ん
や
昼
間
部
の
大
学
生
は
加

は
、
各
種
共
済
組
合
に
加
入
　
　
入
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

っ
た

ら

成
人
式
を
む
か
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
。
新
し

い
人
生
の
問
出
を
心
か
ら
お

祝

い
し
ま
す
。

二
十
歳

に
な
る
と
立
派
な

社
会
人
と
し
て
義
務
と
権
利

が
ぁ
た
え
ら
れ
ま
す
が
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も

そ
の

一
つ
で
す
。

現
在
の
わ
が
国

で
は
、
国

民
皆
年
金
と

い
っ
て
、
国
民

の
誰
も
が
国
が
行
を
う
ど
れ

か
の
年
金
制
度
に
か
な
ら
ず

加
入
す
る
た
て
ま
え
に
な

っ

て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

年
金
制
度
に
入

っ
て
い
な

い

二
十
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て

国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と

本
人
が
希
望
す
れ
ば
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と

老
後
の
生
活
が
保
障
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
不
測
の
事
故
で

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
つ
た

り
、
加
入
し
て
い
る
本
人
が
交

通
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ

た
り
し
た
場
合
に
も
年
金
を
支

給
し
て
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
て
将
来
の
生
活
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
の

窓
口
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

20
歳
に
な
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成
人
式
は
十
五
日
午
前
十
時

か
ら
相
内
児
童
館
で
お
こ
な

い

ま
す
。
個
人
ご
と
に
ご
案
内
を

さ
し
あ
げ

て
お
り
ま
す
が
、
服

装
は
で
き
る
だ
け
簡
素

に
し
て

み
ん
な
が
参
加
で
き
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ

い
。

◇
十
二
日

午
後

一
時
―
同
四
時
、
市
浦

中
体
育
館
。　
．冬
の
体
力
づ
く

り
に
つ
い
て
」
県
保
健
体
育
課

奈
良
ヂ
主
任
指
導
主
事

◇
十
三
日

午
前
十
時
―
正
午
、
相
内
児

童
館

「健
康
な
明
る
い
家
庭
を

築
く
た
め
に
」
水
野
成
徳
弘
大

医
学
部
教
授
。
正
午
―
同
三
時

半
、
市
浦
中
体
育
館

「パ
レ
ー

ボ
ー
ル
実
技
」
県
国
体
準
備
局

花
旧
行

一
主
査
。
正
午
―
同
三

時
半
、
金
木
高
相
内
％
校

「卓

球
実
技
」
大
阪
五
郎
県
卓
連
理

事
長◇
■
卜
＝

午
前
卜
時
―
午
後
四
時
、
市

浦
中
。

「手
軽
に
で
き
る
栄
養

料
理
」
古
川
敦
子
弘
前
料
理
憚

門
学
院
長
ｏ

「自
分
の
体
力
を

知
ろ
う
―
体
力
診
断
と
指
導
」

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
鳴
海
吾
郎

氏
。よ

そ
の
人
に
印
鑑
を
持
参
さ

せ
て

「印
鑑
証
明
書
」
を
請
求

す
る
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
証

明
書
は
、
家
督
相
統
や
金
銭
貸

借
に
使
用
さ
れ
る
重
要
な
書
類

で
す
か
ら
必
ら
ず
本
人
の
手
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
そ
の
人
に
請
求
さ
せ
る
と

き
は
、
委
任
状
が
な
け
れ
ば
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
委
任
状
に
は
二
十
円

の
印
紙
を
必
要
と
し
ま
す
。

―

繊
Ｎ

Ｉ

土
地
を
売
（́
た
場
合
や
家
を

建
て
た
と
き
の
税
金
は
ど
う
な

る
か
、
贈
与
税
の
計
算
は
…
な

ど
、
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
に

お
答
え
す
る
た
め
、
税
務
署
で

は
毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十

五
日
を

「税
の
相
談
＝
」
と
し

て
、
皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
住
所
や
名
前
を

明
か
さ
ず
相
談
で
き
ま
す
か
ら

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⌒税
務
署
）

（十
一（
日
）

午
前
十

一
時
―
正
午
＝
太
田

改
善
セ
ン
タ
ー
前

午
後

一
時
―
二
時
〓
．十
分
＝

相
内
児
童
館
前

（十
七
日
）

午
前
九
時
．．
十
分
―
十
時
五

卜
分
＝
脇
元
公
民
館
前

午
前
卜

一
時
―
正
午
＝
十
二

公
民
館
前

▽
と
き
＝
十
七
日
午
後

一
時

三
十
分
▽
と
こ
ろ
＝
相
内
診
療
所

▽
オｌｌ
当
医
――‐―，
＝
五
所
川
原
市

。
中
村
整
形
外
科
病
院
長

中
村
登
喜
雄
先
生
。

明
る
く
正
し
い
選
挙
啓
発
用

ま
ん
が
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
と
テ
ー
マ
＝
最
近
の

選
挙
で
、
あ
な
た
自
身
が

感
じ
た
こ
と
が
ら
、
有
権

者
と
し
て
の
心
が
ま
え
、

立
候
補
へ
の
希
望
、
批
判

等
を
内
容
と
し
、　
一
党

一

派
に
か
た
よ
ら
な
い
。

▽
規
格
＝
用
紙
は
白
ケ
ン
ト

紙
、
図
が
ら
は
ひ
と
コ
マ

黒

一
色
で
ヨ
コ
ー８
セ
ン
チ

タ
テ
‐６
セ
ン
チ

▽
応
募
資
格
＝
ま
ん
が
を
愛

好
さ
れ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
よ
い
。

▽
締
切
日
＝
四
十
九
年
二
月

十
五
日

▽
発
表
＝
四
十
九
年
二
月
中

旬
ご
ろ
、
入
賞
者
に
は
直

接
通
知
し
ま
す
。

▽
提
出
先
＝
東
京
都
千
代
＝

区
＝
比
谷
公
園

一
―
三
、

市
政
会
館
内
　
財
団
法
人

公
明
選
挙
連
盟
あ
て

▽
賞
＝
優
秀
二
万
円
、
人
選

五
千
円
、
佳
作
三
千
円
。

①
照
明
の
節
減

◆
不
在
の
部
屋
や
、
昼
間
の

窓
ぎ
わ
照
明
な
ど
は
で
き

る
だ
け
消
す
よ
う
に
し
ま

◆
電
灯
は
手
ま
め
に
点
滅
し

て
ム
ダ
の
な
い
よ
う
に
し

②
電
気
機
器
の
効
率
使
用
の

徹
底

冒
し
た
つ
】

◆
ス
イ
ッ
チ
は
■
ま

め
に
切
り
ま
し
ょ

う
。
ス
イ

ッ
チ
を

人
れ
れ
ば
す
ぐ
曖

ま
り
ま
す
の
で
、

席
を
立

つ
と
き
は

ス
イ

ッ
チ
を
切

っ

て
く
だ
さ

い
。

◆

こ
た

つ
の
下
に
マ

ッ
ト
を
敷

い
て
畳

に
逃
げ
る
熱
を
防

ざ
ま
し
ょ
う
、
保
温
が
１

０
％
ぐ
ら
い
よ
く
な
り
ま

す
。

◆
ダ
イ
ヤ
ル
を
適
温
に
調
節

し
ま
し
ょ
う
。
室
温
や
人

数
に
応
じ
て
、
あ
つ
ず
ぎ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

【電
気
毛
布
】

◆
ダ
イ
ヤ
ル
を
適
温
に
調
節

し
ま
し
ょ
う
。
寝
る
チ
ョ

ッ
ト
前
に
ス
イ
ッ
チ
を
入

▽
そ
の
他
の
電
気
機
器

【テ
レ
ビ
】

◆
視
聴
し
な
い
と
き
は
ス
イ

ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

と
か
く

つ
け

っ
放
し
に
し

が
ち
で
す
。

◆
瞬
時

に
画

ｌｒｉｌ
が
出
る
テ
レ

ビ
は
就
寝
時
や
長

時
―ｌｌｌ
外
出
さ
れ
る

一
　

と
き
は
電
源
を

コ

らヽ

　

ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

力

　

い
て
お
き
ま
し
ょ

働
　いだ”融“」̈

一剰

　

ッ
ト
節
約
に
な
り

一
　

ま
す
。

【冷
蔵
庫
】

◆
ド
ア
の
開
閉
は
で

き
る
だ
け
少
な
く

し
開
放
時
間
を
短
か
く
し

◆
背
面
の
放
熱
器
の
ホ
コ
リ

な
ど
を
掃
除
し
ま
し
ょ
う

【洗
た
く
機
】

◆
洗
た
く
量
は
適
ｌｉｔ
に
し
ま

◆
洗
た
く
時
間
の
設
定
を
適
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早
期
に
手
術
す
れ
ば
必
ず
治
る

が
ん
発
生
部
位
を
非
常
に
早

い
段
階
で
切
り
と
っ
て
し
ま
う

と
い
う
手
術
で
、
ほ
と
ん
ど
百

％
に
近
く
助
か
り
ま
す
。

こ
う
い
う
症
状
が
あ
れ
ば
ガ

ン
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
よ
う
な
症
状
や
、
痛
い
と
か

吐
く
と
か
と
い
う
自
党
的
な
症

状
は
、
初
期
の
段
階
に
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

痛
い
、
吐
く
、
食
欲
が
な
い

や
せ
る
な
ど
の
ガ
ン
に
よ
る
症

状
が
あ
ら
わ
れ
て
か
ら
、
は
じ

め
て
手
術
を
し
て
も
手
遅
れ
の

場
合
が
多
い
の
で
す
。

は
じ
め
に
自
党
症
状
は
な
い
。

そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は
も
う
遅

い
。
だ
か
ら
、
自
党
症
状
な
ど

は
問
題
で
な
く
、
と
に
か
く
早

く
見
つ
け
出
す
こ
と
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ガ
ン
は
か
ら
だ
中
ど

こ
に
も
で
き
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
の
気
が

つ
か
な

い
う
ち
に
発

生
し
簡
単
に
消
え
な

い
で
健
康

な
か
ら
だ
を
ど
ん
ど
ん
食

い
つ

ぶ
し
て
い
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

ゅ
だ
ん
し
て
い
る
と

「転
移
」

と
呼
ば
れ
る
現
象
が
お
こ
り
ま

す
。

つ
ま
り
、
リ
ン
パ
管
の
中

に
も
ぐ
り
、
そ
の
流
れ
に
の
っ

て
か
ら
だ
の
あ
ち
こ
ち
に
と
び

火
し
ま
す
。
で
す
か
ら
早

い
時

期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

胃
ガ
ン
は
た
し
か
に
お
そ
ろ
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
放
っ

て
お
け
ば
、
あ
る
い
は
発
見
が
遅
れ
れ
ば
と
い
う

「た
だ
し
書

き
」
が
つ
い
た
う
え
の
こ
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
早
く
発
見
し
、

早
ぐ
治
療

⌒切
除
）
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
お
そ
れ
お
の
の
く
ほ

ど
の
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
さ
は
、
ガ
ン

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

で
は
ど
う
ゃ

っ
て
発
見
す
る

か
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
こ

に
胃
ガ
ン
制
圧
の
カ
ギ
が
あ
る

と

い
え
ま
す
。

そ
れ
は
、
な
に
か
お
か
し
い

と

い
う
訴
え
の
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
定
期
的
に
検
診
を

行
な
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
よ
り
ほ
か
に
ど
ん
な
方

法
も
な

い
と

い
う
こ
と
で
す
。

「明
る
い
職
場
づ
く
り
を

モ
ッ
ト
ウ
に
地
域
住
民
に
心

の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
し

た
い
―
，。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
人
だ
け
に
な
か
な
か

柔
和
な
顔
立
ち
は
、
つ
ね

　

意
欲
的
で
あ
る
。

に
ほ
お
笑
み
を
絶
や
さ
な
い
。
　
　
十
九
年
二
月
、
十
三
高
小

「環
境
美
化
も
職
場
の
空
気

　

の
高
等
科
卒
後
、
大
津
陸
軍

を
や
わ
ら
げ
ま
す
。
職
員
間

　

少
年
飛
行
兵
学
校
に
入
校
し

の
和
は
案
外
こ
う
し
た
こ
と

　

た
が
、
終
戦
と
と
も
に
上
等

か
ら
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
の
　

兵
で
帰
村
し
た
。
二
十
年
十

で
は
―
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
、
十
二
郵
便
局
に
勤
務

人
と
の
接
し
か
た
が
う
ま

　

一二
十
二
年
か
ら
主
事
と
し
て

実
質
的
に

地
域
に
密
着
し
た
郵
便
行
政
を
　
局
長
代
理

を
動
め
四

く
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
実
績

十
六
年
十

一
月
脇
元
郵
便
局

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
四
十

に
就
任
し
た
。

八
年
度
の
定
額
貯
金
の
目
標

公
務
の
か
た
わ
ら
青
少
協

は
五
千
九
百
万
円
だ
が
、
す

委
員
を
し
た
の
ち
、
子
ど
も

で
に
九
四
％
達
成
し
て
お
り
、

会
育
成
連
合
会
長
と
し
て
地

年
度
内
に
は

一
一
〇
％
は
か
　

域
社
会
の
た
め
尽
し
て
い
る
。

た
い
と
い
う
。
地
域
住
民
と

趣
味
は
囲
碁
と
山
歩
き
。

密
着
し
た
郵
便
行
政
を
進
め
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数回の火災にもそのつど
復興した願電寺

001

⑦

山

内

英

太

郎

寺
跡
か
ら
移
さ
れ
た
石
佛
や
墓

鞭攣蝉輔囀嚇籐轍輔］輔鞭　一̈一一乖一雑一呻郵岬伸

蓮
花
庵
は
正
徳
元
年
出
羽
宗

須
の
創
基
と
さ
れ
て
い
る
。
現

在
ま
で
二
百
六
十

一
年
間
火
災

に
遭
う
こ
と
な
か
っ
た
古
い
建

造
物
で
あ
る
。
庵
の
名
称
は
数

度
変
り
、
初
め
は
禅
紫
庵
と
し

続
い
て
究
意
庵
、
帰
命
庵
と
な

り
蓮
花
庵
と
な
っ
た
。
創
建
よ

り
十
二
山
湊
迎
寺
の
末
庵
と
し

て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

寺
宝
と
し
て
は
、
本
尊
阿
弥

陀
如
来
像
、
エ
ン
マ
の
二
像
、

双
盤
、
鐘
鼓
、
釣
鐘

（半
鐘
）

安
東
家
崇
拝
の
武
者
尊
像
お
よ

び
香
炉
や
、
山
王
坊
お
よ
び
龍

興
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
金
鋼
佛

等
が
あ
る
。

ま
た
、
境
内
に
は
延
文
の
古

碑
や
、
山
王
坊
な
ら
び
に
禅
林

同
寺
の
縁
起
に
よ
れ
ば
慶
長

元
年
四
月

一
日
佐
渡
国
相
川
大

間
町
願
龍
寺
雪
典
法
師
が
、
十

二
住
佐
渡
屋
太
郎
兵
衛
と
共
に

建
立
し
た
と
あ
る
。

数
度
の
火
災
に
通
っ
た
が
。

ぞ
の
都
度
復
興
し
た
。
昭
和
三

十
争
米
軍
の
艦
載
機
に
爆
撃
さ

れ
て
本
堂
は
破
壊
さ
れ
、
昭
和

四
十
六
年
に
本
堂
を
再
建
し

寺
宝
と
し
て
は
、

Ｉ
Ω
Ｎ

Ｉ
安
東
氏
が
荒
吐
神
を
祀
り
崇

拝
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
古
い
神

社
で
あ
る
。

文
永
十

一
年

（
一毛
ｇ

天
台

僧
賢
正
坊
に
よ
っ
て
薬
師
堂
が

親
鸞
上
人

の
御
親
筆

「南
無
阿

弥
陀
佛
」

の
六
字
名

号
お
よ
び

親
鸞
上
人

の
生
涯
を

描
い
た
絵

巻

が

あ

建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
以
来

薬
師
如
来
信
仰
が
盛
ん
に
な
り

旧
の
四
月
八
日
に
は
薬
師
祭
が

行
な
わ
れ
、
自
旗
立
て
た
参
詣

者
が
賑
い
、
明
治
の
中
ご
ろ
ま

で
続
い
た
と
こ
ろ
。

境
内
か
ら
日
本
海
を
距
て
て

岩
木
山
が
遠
望
で
き
る
絶
景
の

地
で
あ
る
。

安
倍
氏
が
紀
州
郡
智
の
熊
野

権
現
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
。
建

保
二
年

（
三
西
）
安
倍
貞
季
が

本
社
の
許
し
を
得
て
そ
の
分
霊

を
祀
っ
た
宮
と
い
わ
れ
る
。

十
三
新
城
記
に

「熊
野
社
の

鼓
音
は
五
衰
の
雲
を
掃
い
、
感

応
の
月
を
朗
に
す
る
」
と
あ 安東氏が荒吐神を祀ったとぃわれる洗磯崎神社

丈
夫
な
赤
ち
や
ん
に

育
て
て
く
だ
さ
い

長
尾
　
孝
弘

（十
三
）
善
満

秋
局
　
裕
美

（十
三
）
照
二

村
元
　
千
晃
六
磯
松
）
弘
司

宮
本
未
樹
子

（相
内
）
忠
造

人
生
第
二
の
ス
タ
ー
ト
を

祝
福
し
ま
す

⌒雛請　ふれ
一十′‐、一一

（舞師てつ。副
一＝輩一

⌒囃湖香鳩嬌
一聴時一

（〓商　颯秘
一脚帥一

（制麟　妊彬
一臓輸一

饉
ん
で
お
く
や
み

土岐タキ
（申れは「は村

奈
良
き
よ

（太
田
）
８２
才

成
田
チ
エ

（相
内
）
６４
才


